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＜解＞ (1) 

とおくと， 　

それで，△  に余弦定理

を適用すると，

よって，  　…　①

同様に，△  に余弦定理を適用して，

　…　②

①，②から，

(2)  として，

△  に余弦定理を適用すると，

よって，

一方，  より  であ

ることから，

△  に余弦定理を適用すれば， 

ゆえに， 

したがって 

すなわち，  　　＜終＞

△  の３辺が  となることや

 となることは注目される。

　なお，これら図形の問題を解くにあたって

は，三角関数の知識を活用すると容易にできる場

合が多い。

　レギオモンタヌス (Regiomontanus) が 1471

年に，「高い建物の窓を見るには，どの位置が最

も好ましいか（視角が最大となるのはどこか）」

を考えたと言われている問題を，以下に簡略化し

て示しておく。三角関数を利用する練習問題とし

て，生徒に考えさせたい。

 

（答）

直角三角形の辺の等分

－三角関数の図形への対応－

　直角三角形の辺を等分することに関する問題に

ついては，三角関数を応用すると簡単に解ける場

合が多い。

　特に今回は，大学入試問題の中から，その結果

が数学的にきれいなものであると思われるものに

ついて，いくつか取り上げてみようと思う。

（例題 1）  が直角，  の直角三角

形  において，辺  の３等分点を ， とし，

とするとき，

の値を求めよ。

＜解＞与えられた条件から，

より， 

一方，  ，

　　　

より，

よって， 

したがって，  　　＜終＞

上の例題１においては，  となることが

注目される。

　なお，この例題は，早稲田大学で出題された次

の問題を，図形的に表現してみたものである。

次の問題も，その結果がきれいである。

（例題 2）  が直角の直角三角形  におい

て，斜辺  の３等分点を ， とし， 

，とするとき，

(1)  の長さを求めよ。

(2) であることを示せ。
（’06 帝京大改題）
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（参考） のとき，

の値を求めよ。 （ ’05 早稲田大）

 （問題）右図の直角三角形 

 において，辺  上に

点  をとり，  ， 

 とするとき，

 が最大となるときの 

 の長さを   で表せ。




